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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　非毒性溶媒－水系中に溶解された少なくとも２つの活性化合物を含む脂質組成物であっ
て、
　非毒性溶媒－水系中に、
　有効量のフィナステリドおよびミノキシジル；ならびに
　脂質または脂質の混合物
を含み、溶解された活性化合物、および脂質または脂質の混合物を非毒性溶媒－水系中で
一緒に混合して透明な脂質溶液を製造することにより得られる透明な脂質溶液である、前
記脂質組成物。
【請求項２】
　脂質または脂質の混合物が、卵ホスファチジルコリン（ＥＰＣ）、卵ホスファチジルグ
リセロール（ＥＰＧ）、大豆ホスファチジルコリン（ＳＰＣ）、水素添加大豆ホスファチ
ジルコリン（ＨＳＰＣ）、ジミリストイルホスファチジルコリン（ＤＭＰＣ）、ジミリス
トイルホスファチジルグリセロール（ＤＭＰＧ）、ジパルミトイルホスファチジルコリン
（ＤＰＰＣ）、ジステアロイルホスファチジルグリセロール（ＤＳＰＧ）、ジパルミトイ
ルホスファチジルグリセロール（ＤＭＰＧ）、ホスファチジルエタノールアミン、ホスフ
ァチジルセリン、ホスファチジルイノシトール、ホスファチジン酸、コレステロール（Ｃ
ｈｏｌ）、コレステロール硫酸およびその塩（ＣＳ）、コレステロールヘミスクシナート
およびその塩（Ｃｈｅｍｓ）、コレステロールリン酸およびその塩（ＣＰ）、コレステリ
ルホスホコリン、ヒドロキシコレステロール誘導体、アミノコレステロール誘導体、コハ
ク酸コレステリル、オレイン酸コレステリル、コレステロールのポリエチレングリコール
誘導体（コレステロール－ＰＥＧ）、コプロスタノール、コレスタノール、コレスタン、
コール酸、コルチゾール、コルチコステロン、ヒドロコルチゾン、およびカルシフェロー
ル、ググルステロール、硫酸ググルおよびその塩、ラウリン酸ググル、長鎖もしくは短鎖
、飽和もしくは不飽和の脂肪酸を含有するググルステロール、オレイン酸ググル、ミリス
チン酸ググル、モノグリセリド、ジグリセリド、トリグリセリド、ガラクト脂質、マンノ
脂質、ガラクトレシチンから成る群から選択される炭水化物系脂質、鎖長Ｃ４～Ｃ３４を
有する飽和もしくは不飽和脂肪酸から成る群から選択される脂肪酸、鎖長Ｃ５～Ｃ３４を
有する飽和もしくは不飽和アルコールから成る群から選択される長鎖アルコール、ならび
にジステアロイルホスファチジルグリセロール、ジパルミトイルホスファチジルグリセロ
ール、ジミリストイルホスファチジルグリセロール、およびジオレオイルホスファチジル
グリセロールのペグ化誘導体から成る群から選択されるリン脂質のペグ化誘導体から成る
群から選択される、請求項１に記載の脂質組成物。
【請求項３】
　２００～２０，０００の範囲の平均分子量を有するポリエチレングリコール（ＰＥＧ）
をさらに含む、請求項１に記載の脂質組成物。
【請求項４】
　デュタステリド、アムホテリシンＢ、およびタクロリムスから成る群から選択される活
性化合物をさらに含む、請求項１に記載の脂質組成物。
【請求項５】
　非毒性溶媒－水系が、少なくとも１つのアルコールを含み、アルコールが、エタノール
、プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、およびブタノ
ールから成る群から選択される、請求項１に記載の脂質組成物。
【請求項６】
　非毒性溶媒－水系が、大豆油、植物油、オリーブ油、ヤシ油、ひまわり油、アーモンド
油、キャノーラ油、ゴマ油、ピーナッツ油、トウモロコシ油、およびタラ油から成る群か
ら選択される少なくとも１つの油を含む、請求項１に記載の脂質組成物。
【請求項７】
　投与のための好適なビヒクル中の請求項１に記載の脂質組成物であって、ビヒクルが、
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エタノール、プロピルアルコール、イソプロピルアルコール、プロピレングリコール、お
よびブタノールから成る群から選択される１つ以上の非毒性溶媒を含む水または水性緩衝
液である、前記脂質組成物。
【請求項８】
　水中にフィナステリド、ミノキシジル、大豆ホスファチジルコリン、および７０％のイ
ソプロピルアルコールを含む、請求項１に記載の脂質組成物。
【請求項９】
　プロピレングリコール中にフィナステリド、ミノキシジル、および大豆ホスファチジル
コリンを含む、請求項１に記載の脂質組成物。
【請求項１０】
　プロピレングリコール－イソプロピルアルコール－水の溶液中にフィナステリド、ミノ
キシジル、および大豆ホスファチジルコリンを含む、請求項１に記載の脂質組成物。
【請求項１１】
　イソプロパノールまたはエタノール中にタクロリムス、硫酸コレステリル、および大豆
ホスファチジルコリンを含む、請求項１に記載の脂質組成物。
【請求項１２】
　イソプロパノールまたはエタノール中にアムホテリシンＢ、硫酸コレステリル、および
大豆ホスファチジルコリンを含む、請求項１に記載の脂質組成物。
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